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TAKEMURA



オプション

GL

60～95㎜

カバー

呼び長さ

ポリ給水エルボ
P-JY

190㎜

浸透マス

シート

外筒

水抜きハンドル

専用蛇口

伸縮固定バンド
SM-QPS40

ガーデンパン
E-GPW

本体

排水部

凍結深度



凍結深度

水はけを
良くする

浸透マス

排水部を凍結
深度以下に施
工する

排水部

ポリ給水エルボP-JY下部給水エルボD-JL

エルボを締め付ける

ナット

パッキン

シモク

呼び長さ以上の
空間を確保する

壁から40mm
以上離す

本体

ネジ部にシール剤を付ける

本体

シール剤塗布



洗管作業

吸気機構付

！

水抜きハンドル

はずす

通水にする

全開

はずす



0040SD05-10

D-40ＫD-40Ｋ

■この度は、不凍水栓柱をお求めいただき、まことにありがとうございます。この取扱説明書をよくお
読みいただき正しくお使い下さい。

■本製品は、水抜きハンドルを操作することにより、器具内の水を抜いて凍結を防止する機能を持っ
た水栓柱です。

■この取扱説明書は、大切に保管して下さい。

公益社団法人日本水道協会品質認証センター認証登録品

TAKEMURA

禁　止禁　止
・器具を分解しないで下さい。作動不良や漏水の原因になります。

・器具に強い衝撃を与えないで下さい。作動不良や漏水の原因になります。

・ベンジン・シンナー・トルエン等の有機溶剤入りの洗剤は使用しないで下さい。塗装が剥がれたり、印
刷が消えたり、部品が溶ける恐れがあります。

強　制強　制
・冬期間は、確実に水抜き操作をして下さい。器具の凍結は、器具が破損し、漏水の恐れがあります。

・水抜きハンドルは全閉・全開にしてお使い下さい。

・水抜き操作をする前に、必ずホースを専用蛇口からはずして下さい。ホースが付いていると、汚水が逆
流する恐れがあります。

・解凍作業をおこなう場合には、温度の上昇に十分注意して下さい。パッキン等が損傷・破損し、漏水の
恐れがあります。

・器具保守のため、月に一度程度の割合で操作し、確実に水が抜けることを確認して下さい。

・定期的なお手入れをおこなって下さい。ステンレス外筒は耐食性に優れる金属ですが、お手入れをお
こなうことで、腐食を未然に防ぐことができます。

・仕様の範囲内でお使い下さい。範囲外での使用は、器具の破損や性能劣化等の恐れがあります。

注意

取扱説明書

不凍水栓柱不凍水栓柱

お 客 様お 客 様 用

表　　示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表示の意味すること

人が死亡したり、重傷を負う可能性がある内容です。

人が障害を負ったり、物的損害が発生する可能性がある内容です。

絶対にしないで下さい。（行為の禁止）

必ずして下さい。（行為の強制・指示）

■安全表示について

警告

注意

安全上のご注意安全上のご注意

ここに示した警告および注意は、状況によって重大な結果に結びつく可能性があります。いずれも安全に関する
重要な内容を記載していますので、内容をよく理解して正しくお使い下さい。



■水抜き操作（凍結防止）■水抜き操作（凍結防止）

①水抜きハンドルを右に90°回転させます。

②専用蛇口を開けます。
（水が抜けます）

③整流網キャップをはずします。

※専用蛇口は開けたままにして下さい。

※吸気機構付なので、万が一専用蛇口を開け
忘れても水抜きされます。

水抜き操作をする前に、必ずホースを
水栓金具(蛇口等)からはずす

操作方法操作方法

■通水操作■通水操作

整流網キャップを取り付け、水抜きハンドルを左に
90°回転させてラインを正面に合わせます。
（通水状態になります）

※専用蛇口を操作してお使い下さい。

90°回転

90°回転

通水操作直後は専用蛇口から水が飛び
散ることがあります

！ 注意

■仕 様仕 様

水道法性能基準適合（耐圧・浸出性能）
(耐圧・浸出・水撃限界・耐寒)※専用蛇口

使用流体

使用温度

使用圧力

水道水

60℃以下

0.75MPa{7.6㎏f/㎝2}以下

整流網キャップ

※定期的に整流網キャップを清掃して下さい。
吐水量が減少したり、流れが悪くなります。　

①キャップをはずし、網を取り出します。
②網をブラシ等で清掃します。
③網・パッキンをキャップに入れ、吐水口に取り付けて下さい。

吐水口

キャップ

網

パッキン

お手入れの際は

・汚れが軽い場合は、水で濡らした柔らかい布
やスポンジ等で水洗いし、乾拭きして下さい

・汚れがひどい場合は、薄めた中性洗剤で汚れ
を落としてから水洗いし、乾拭きして下さい




